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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　店舗で入力した店舗情報と店舗が販売促進したい商品のＷｅｂのサイトＵＲＬ情報を
組み合わせてポップアップ表示用データを生成し、そのポップアップ表示用データを近距
離無線通信を利用して送信するリンク先情報送信サーバと、このリンク先情報送信サーバ
から送信されたポップアップ表示用データを受信し、このポップアップ表示用データの前
記店舗情報に前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を組み合わせたポップアップ画面を生
成し、そのポップアップ画面をディスプレイに表示するクライアント機器を備え、前記ク
ランアント機器が前記ディスプレイに表示されたポップアップ画面で前記商品のＷｅｂサ
イトのＵＲＬ情報が指示されたことを感知した場合、その指示された前記商品のＷｅｂサ
イトをディスプレイに表示することを特徴とする情報配信システム。
【請求項２】
　　店舗で入力した内容や店舗の写真の店舗情報と店舗が販売促進したい商品のＷｅｂサ
イトのＵＲＬ情報を組み合わせてポップアップ表示用データを生成し、そのポップアップ
表示用データを近距離無線通信を利用して送信するリンク先情報送信サーバと、このリン
ク先情報送信サーバから送信されたポップアップ表示用データを受信し、このポップアッ
プ表示用データの前記店舗情報に前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を組み合わせたポ
ップアップ画面を生成し、そのポップアップ画面をディスプレイに表示するクライアント
機器を備え、前記クランアント機器が前記ディスプレイに表示されたポップアップ画面で
前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報が指示されたことを感知した場合、その指示された
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前記商品のＷｅｂサイトをディスプレイに表示することを特徴とする情報配信システム。
【請求項３】
　　店舗で入力した店舗情報と店舗が販売促進したい商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を
組み合わせてポップアップ表示用データを生成し、そのポップアップ表示用データを近距
離無線通信を利用して送信するリンク先情報送信サーバと、このリンク先情報送信サーバ
から送信されたポップアップ表示用データを受信し、このポップアップ表示用データの前
記店舗情報に前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を組み合わせたポップアップ画面を所
定のポップアップ画面テンプレートに基づき生成し、そのポップアップ画面をディスプレ
イに表示するクライアント機器を備え、前記クランアント機器が前記ディスプレイに表示
されたポップアップ画面で前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報が指示されたことを感知
した場合、その指示された前記商品のＷｅｂサイトをディスプレイに表示することを特徴
とする情報配信システム。
【請求項４】
　　店舗で入力した店舗情報と店舗が販売促進したい商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を
組み合わせて近距離通信用のポップアップ画面表示用データフォーマットに配列してポッ
プアップ表示用データを生成し、そのポップアップ表示用データを近距離無線通信を利用
して送信するリンク先情報送信サーバと、このリンク先情報送信サーバから送信されたポ
ップアップ表示用データを受信し、このポップアップ表示用データの前記店舗情報に前記
商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を組み合わせたポップアップ画面を生成し、そのポップ
アップ画面をディスプレイに表示するクライアント機器を備え、前記クランアント機器が
前記ディスプレイに表示されたポップアップ画面で前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報
が指示されたことを感知した場合、その指示された前記商品のＷｅｂサイトをディスプレ
イに表示することを特徴とする情報配信システム。
【請求項５】
　　店舗で入力した店舗情報と店舗が販売促進したい商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を
組み合わせてポップアップ表示用データを生成し、そのポップアップ表示用データと自己
の識別情報を近距離無線通信を利用して送信するリンク先情報送信サーバと、このリンク
先情報送信サーバから送信されたポップアップ表示用データを受信し、このポップアップ
表示用データの前記店舗情報に前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を組み合わせたポッ
プアップ画面を生成し、そのポップアップ画面をディスプレイに表示するクライアント機
器を備え、前記クランアント機器が前記ディスプレイに表示されたポップアップ画面で前
記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報が指示されたことを感知した場合、その指示された前
記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報と前記リンク先情報送信サーバの識別情報をＷｅｂ画
面送信サーバに送信し、前記Ｗｅｂ画面送信サーバが、前記リンク先情報送信サーバの識
別情報に基づき、前記クランアント機器から送信された前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ
情報に基づくＷｅｂサイトにバナー広告情報を組み込んだクライアントＷｅｂ画面データ
を前記クライアント機器に送信し、前記クランアント機器がクライアントＷｅｂ画面デー
タを受信し前記Ｗｅｂサイトと前記バナー広告情報をディスプレイに表示することを特徴
とする情報配信システム。
【請求項６】
　　店舗で入力した店舗情報と店舗が販売促進したい商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を
組み合わせてポップアップ表示用データを生成し、そのポップアップ表示用データを近距
離無線通信を利用して送信するリンク先情報送信サーバと、このリンク先情報送信サーバ
から送信されたポップアップ表示用データを受信し、このポップアップ表示用データの前
記店舗情報に前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を組み合わせたポップアップ画面を生
成し、そのポップアップ画面をディスプレイに表示するクライアント機器を備え、前記ク
ランアント機器が前記ディスプレイに表示されたポップアップ画面で前記商品のＷｅｂサ
イトのＵＲＬ情報が指示されたことを感知した場合、その指示された前記商品のＷｅｂサ
イトのＵＲＬ情報と自己の識別情報をＷｅｂ画面送信サーバに送信し、Ｗｅｂ画面送信サ
ーバが、前記クライアント機器から送信された前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報に基
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づくＷｅｂサイトと前記クライアント機器の識別情報に基づく広告情報をクライアント機
器に送信し、クランアント機器が前記Ｗｅｂサイトと前記広告情報をディスプレイに表示
することを特徴とする情報配信システム。
【請求項７】
　　店舗で入力した店舗情報と店舗が販売促進したい商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を
組み合わせてポップアップ表示用データを生成し、そのポップアップ表示用データと自己
の識別情報を近距離無線通信を利用して送信するリンク先情報送信サーバと、このリンク
先情報送信サーバから送信されたポップアップ表示用データを受信すると、自己の識別情
報を前記リンク先情報送信サーバに返信し、このポップアップ表示用データの前記店舗情
報に前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を組み合わせたポップアップ画面を生成し、そ
のポップアップ画面をディスプレイに表示するクライアント機器を備え、前記クランアン
ト機器が前記ディスプレイに表示されたポップアップ画面で前記商品のＷｅｂサイトのＵ
ＲＬ情報が指示されたことを感知した場合、その指示された前記商品のＷｅｂサイトをデ
ィスプレイに表示することを特徴とすることを特徴とする情報配信システム。
【請求項８】
　　リンク先情報送信サーバが、店舗で入力した店舗情報と店舗が販売促進したい商品の
ＷｅｂサイトＵＲＬ情報を組み合わせてポップアップ表示用データとして生成し、そのポ
ップアップ表示用データを近距離無線通信を利用して送信し、クライアント機器が、前記
リンク先情報送信サーバから送信されたポップアップ表示用データを受信し、このポップ
アップ表示用データの前記店舗情報に前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を組み合わせ
たポップアップ画面を生成してそのポップアップ画面をディスプレイに表示し、このディ
スプレイに表示されたポップアップ画面で前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報が指示さ
れたことを感知した場合、その指示された前記商品等Ｗｅｂサイトをディスプレイに表示
することを特徴とする情報配信方法。
【請求項９】
　　リンク先情報送信サーバが、店舗で入力した内容や店舗の写真の店舗情報と店舗が販
売促進したい商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ情報を組み合わせてポップアップ表示用データ
を生成し、そのポップアップ表示用データを近距離無線通信を利用して送信し、クライア
ント機器が、前記リンク先情報送信サーバから送信されたポップアップ表示用データを受
信し、このポップアップ表示用データの前記店舗情報に前記商品のＷｅｂサイトのＵＲＬ
情報を組み合わせたポップアップ画面を生成してそのポップアップ画面をディスプレイに
表示し、このディスプレイに表示されたポップアップ画面で前記商品のＷｅｂサイトのＵ
ＲＬ情報が指示されたことを感知した場合、その指示された前記商品のＷｅｂサイトをデ
ィスプレイに表示することを特徴とする情報配信方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】

【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯用機器への情報を配信する情報配信システムと情報配信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、たとえば、スーパーマーケットや店舗等が、特売等の対象にしている商品を紹介
するＷｅｂサイトを紹介しようとした場合には、その商品に関する広告ポスターにそのＵ
ＲＬや検索キーワード、２次元バーコードを記載したり、商品紹介のビデオ等で音声また
は映像でこれらを告知している。
　この告知に関心を持った来店客等は、自己の携帯電話、スマートフォン、タブレットコ
ンピュータ等の携帯端末（以下、「クライアント機器」という。）を起動してそのブラウ
ザーにＵＲＬを入力したり、その検索エンジンを起動し検索キーワードを入力したり、２
次元バーコードを写真撮影してバーコードリーダに認識させる行為を行う必要があった。
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【０００３】
　また、このようにして、来店客等のクライアント機器の利用者（以下、「ユーザ」とい
う。）が、クライアント機器を利用して商品紹介等のＷｅｂサイトにアクセスした場合に
、そのＷｅｂサイトに、企業または商品、サービスの広告や、ニュース、デジタルコンテ
ンツ等の販売情報等（以下、これらを総称して「広告等」または「広告情報」という。）
を表示してユーザに告知する情報配信システムが提供されている。
【０００４】
　このような情報配信システムでクライアント機器にＷｅｂサイトに広告等を表示する方
法としては、ユーザがアクセスしたＷｅｂサイトの一部として広告等も表示してクライア
ント機器に表示させる方法（バナー広告タイプ）と、クライアント機器で動作するアプリ
ケーションソフトウェア（以下、「アプリソフト」という。）に、広告等の表示エリアを
確保するソフトウェア・デュベロップメント・キット（以下、ＳＤＫという。）を組み込
んでおき、アプリソフトが動作したときに、その画面に表示された広告等の表示エリアに
、広告等を表示するもの（広告用ＳＤＫ組み込みタイプ）などがある。
【０００５】
　このバナー広告タイプの例としては、特開２００９－９９０７５号公報に記載された広
告配信システムがあり、これは、広告コンテンツを表示可能なＷｅｂページを、クライア
ント機器が受信し、クライアント機器で広告コンテンツがクリックされたことを示す情報
等をＷｅｂページに記述するものである。
　また広告用ＳＤＫ組み込みタイプには、Ｇｏｏｇｌｅ　ｉｎｃ．がサービスを提供して
いるＡｄｍｏｂ等の広告配信システムがある。このシステムでは、広告エリア表示用ＳＤ
Ｋを組み込んだアプリケソフトの配信者がそこに表示された広告等のアクセス数に応じて
広告料を受領することができる。
【０００６】
　このような広告等を掲載したＷｅｂサイトの運営者やアプリソフトの提供者に対して広
告料を提供するシステムは、アフィリエートサービスといわれ、広告料は、ユーザに対し
て広告画像の表示した回数に対して課金するインプレッション保証型、ユーザが広告等を
クリックした回数に応じて課金するクリック保証型や、ユーザが広告等をクリックした上
で広告主のＷｅｂサイトで実際に取引が成約した場合にその件数に応じて課金する成果保
証型などの課金方法に応じて支払われている。
【０００７】
【特許文献１】特開２００９－９９０７５号公報
【非特許文献１】ＡｄＭｏｂソリューションインターネット＜ｈｔｔｐ：／／ｊｐ．ａｄ
ｍｏｂ．ｃｏｍ／ａｐｐｄｅｖｓ＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながらこれまでのように、スーパーマーケットや店舗等、さらにイベント会場、
セミナ会場、駅やバス停等の多くの人が集まる場所で、これらの人たちにポスターやビデ
オ等を利用して、商品やサービス、ニュースや天気、イベント会場案内等に関するＷｅｂ
サイトやアプリソフトのダウンロードページ（以下これらを総称して「Ｗｅｂサイト」と
いう）のＵＲＬや検索キーワード、２次元バーコードを紹介する方法では、ユーザが保有
するクライアント機器に対して直接Ｗｅｂサイトへのリンク情報を送信することができな
かった。
　このため、ユーザが折角Ｗｅｂサイトに関心を抱いても、Ｗｅｂサイトにアクセスする
手間がかかるため、そのアクセスを止めてしまうことがあった。
【０００９】
そこで、本発明は、店舗等が販売を促進したい商品のＷｅｂサイトのＵＲＬを入力情報と
して、自店に配置されたリンク情報先発信サーバに商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報として
設定するだけで、その店舗に来店した顧客やその店舗の近くを通行している顧客のクライ
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アント機器の画面上に、その商品サイトのリンク先情報をポップアップ画面で表示するこ
とができ、顧客をその商品サイトに簡単に誘導することができる情報配信システムと情報
配信方法を提供することを目的とする。
【００１０】
　また、この商品サイトのＵＲＬ情報に加え、店舗が独自に作成した広告情報等も入力情
報として顧客のクライアント機器の画面に表示できるため、その店舗の商品に対する特売
情報や店舗の企画販売情報等を紹介することができ、顧客の商品の購買意欲を刺激するこ
とができる情報配信システムと情報配信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　　　この発明は、店舗等が作成した広告等の入力情報と店舗等が販売促進したい商品等
のＷｅｂサイトＵＲＬ情報を組み合わせてポップアップ表示用データを生成し、そのポッ
プアップ表示用データを近距離無線通信を利用して送信するリンク先情報送信サーバと、
このリンク先情報送信サーバから送信されたポップアップ表示用データを受信し、前記商
品等のＷｅｂサイトＵＲＬ情報と前記店舗広告情報を組み合わせたポップアップ画面を生
成し、そのポップアップ画面をディスプレイに表示するクライアント機器を備えることを
特徴とする情報配信システムと情報配信方法を提供する。
【００１２】
　　　また、この発明は、上記のクランアント機器が前記ディスプレイに表示されたポッ
プアップ画面で前記商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報が指示されたことを感知すると、その
指示された前記商品等Ｗｅｂサイトをディスプレイに表示することを特徴とした情報配信
システムと情報配信方法を提供する。
【００１３】
　　　さらに、この発明は、店舗等が作成した広告等の入力情報と店舗等が販売促進した
い商品等のＷｅｂサイトＵＲＬ情報を組み合わせてポップアップ表示用データを生成し、
そのポップアップ表示用データと自己の識別情報を近距離無線通信を利用して送信するリ
ンク先情報送信サーバと、このリンク先情報送信サーバから送信されたポップアップ表示
用データを受信すると、自己の識別情報を前記リンク先情報送信サーバに返信し、前記商
品等のＷｅｂサイトＵＲＬ情報と前記店舗広告情報を組み合わせたポップアップ画面を生
成してそのポップアップ画面をディスプレイに表示するクライアント機器を備えることを
特徴とした情報配信システムと情報配信方法を提供する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、Ｗｅｂサイトへのリンク先情報や店舗等が独自に作成した広告情報等
の入力情報をポップアップ表示のデータとしてリンク先情報送信サーバがクライアント機
器に送信し、クライアント機器がその入力情報をポップアップ表示し、店舗等の広告情報
等を取得することが簡単に取得することができるとともに、入力情報のＷｅｂサイトへも
簡単にアクセスできる情報配信システムと情報配信方法を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
　この発明の一実施の形態について、以下の通り、実施例を用いて説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１の実施例の情報配信システムのシステム全体を説明するためのブロック図
【図２】第１の実施例のリンク先情報送信サーバ２０の機能構成と動作を説明するための
機能ブロック図
【図３】第１の実施例の入出力制御部が表示するリンク先情報の入力画面を説明する図
【図４】第１の実施例で使用するリンク先情報のＵＲＬ構成を説明するための図
【図５】第１の実施例のクライアント機器３０の機能構成と動作を説明ための機能ブロッ
ク図
【図６】第１の実施例のクライアント機器３０が表示したポップアップ画面を示す図
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【図７】第１の実施例のクライアントＷｅｂ画面データのＵＲＬ構成を説明するための図
【図８】第１の実施例のクライアント機器３０がＷｅｂ画面送信サーバ４０からのクライ
アントＷｅｂ画面データに基づき表示する画面の構成図
【図９】第１の実施例のＷｅｂ画面送信サーバ４０の機能構成と動作を説明ための機能ブ
ロック図
【図１０】第１の実施例のＷｅｂ画面送信サーバ４０のＷｅｂ画面送信用データベース部
４２０のデータテーブルを説明するための図
【図１１】第１の実施例における情報配信システムの動作を説明するための全体フロー図
【図１２】第２の実施例における情報配信システムの動作を説明するための全体フロー図
【図１３】第２の実施例のリンク先情報送信サーバ２０の機能構成と動作を説明ための機
能ブロック図
【図１４】第２の実施例のＷｅｂ画面送信サーバ４０の機能構成と動作を説明ための機能
ブロック図
【図１５】第２の実施例のＷｅｂ画面送信サーバ４０のＷｅｂ画面送信用データベース部
４２０のデータテーブルを説明するための図
【図１６】第３の実施例のＷｅｂ画面送信サーバ４０の動作を説明するためのフロー図
【図１７】第３の実施例のＷｅｂ画面送信サーバ４０の機能構成と動作を説明ための機能
ブロック図
【図１８】第３の実施例のＷｅｂ画面送信サーバ４０のＷｅｂ画面テンプレート部７２１
に保存されたデータテーブルを説明するための図
【実施例】
【００１６】
　本発明の第１の実施例を図１に示すような情報配信システムを用いて説明する。
図１は、実施例の情報配信システムのシステム全体を説明するためのブロック図である。
この図において、１０はインターネット通信網で、このインターネット通信網１０には、
店舗等の店内に配置され、来店したユーザにリンク先情報を送信するリンク先情報送信サ
ーバ２０と、店内に来店するユーザが使用している機器で、リンク先情報送信サーバ２０
からのリンク先情報を受信するクライアント機器３０と、クライアント機器３０からのリ
ンク先情報を利用したＷｅｂ画面送信要求に応じて、クライアント機器に表示するＷｅｂ
画面を送信するＷｅｂ画面送信サーバ４０と、店舗等が来店したユーザに紹介したい商品
等のＷｅｂサイトが管理された商品Ｗｅｂサイトサーバ５０と、インターネット上で公開
される広告主のＷｅｂサイトで、このサイトのバナー広告等がクライアント機器３０に表
示された場合にそれが指示、例えばクリック（以降実施例では、「指示」を「クリック」
の例で説明する。）されると、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０と広告配信サーバ７０に制御さ
れたクライアント機器３０の画面にそのＷｅｂサイトを表示する広告主サーバ６０と、広
告主サーパ６０の広告主Ｗｅｂサイトにユーザを誘導するために、その広告主Ｗｅｂサイ
トのバナー広告情報を提供するＷｅｂサーバの広告配信サーバ７０が接続され、互いにそ
のＵＲＬに基づきサイトへのアクセスやデータ通信を行っている。
　ここで、広告配信サーバ７０は、バナー広告を提供したＷｅｂサイトにおいて、そのバ
ナー広告がユーザによりクリックされ、広告主サーバ６０にクライアント機器３０の画面
を誘導させた場合には、そのバナー広告を配置したＷｅｂサイトに対して、広告主サーバ
６０との契約で定められた広告料に関するデータを提供するように構成されている。
【００１７】
　この図において、リンク先情報送信サーバ２０は、たとえば、スーパーマーケットや店
舗等の店内に配置されたタブレットコンピュータで、米国Ｇｏｏｇｌｅ　Ｉｎｃ．が開発
したＡｎｄｒｏｉｄ　３．１をそのプラットフォームとして搭載した機器である。また、
このタブレットコンピュータには、ＩＥＥＥ　８０２．１５．１で定められた国際標準規
格ブルーツース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）に準拠した近距離無線通信機能が搭載されている
。さらにこのコンピュータには、ＣＰＵとメモリが内蔵され、メモリに記憶されたコンピ
ュータプログラムによりＣＰＵが情報処理を行い、図２に示すような機能構成を実現して
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いる。
　この実現機能には、少なくとも、このサーバ２０には特定のＷｅｂサイトに来店客のク
ライアント機器３０を誘導するためリンク先情報生成機能と、クライアント機器３０との
ブルーツース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）技術を使用して近距離無線通信を行う近距離無線通
信機能がある。このブルーツース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）技術を使用して、クライアント
機器３０との間でメッセージ交換を行う技術としては、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｉｎｃ．が運営し
ているアンドロイドマーケット（Ａｎｄｒｏｉｄ　Ｍａｒｋｅｔ）の以下のサイトからダ
ウンロードできるアプリケーションソフトウェア「ＣｏｍｅＡＸ（ＴＭ）」を使用してい
る。
ｈｔｔｐｓ：／／ｍａｒｋｅｔ．ａｎｄｒｏｉｄ．ｃｏｍ／ｄｅｔａｉｌｓ？ｉｄ＝ｎｅ
ｔ．ｃｏｍｅａｘ＆ｆｅａｔｕｒｅ＝ｓｅａｒｃｈ＿ｒｅｓｕｌｔ
　なお、実施例では、近距離無線通信機能としてのブルーツース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）
技術を使用しているが、本発明では、近くにいるクライアント機器３０との間で無線通信
を行うことができる近距離無線通信技術であればよく、たとえば、ＧＰＳで近くのクライ
アント機器３０を認識し通信を行う技術や、Ｗｉ－Ｆｉアライアンスが策定した最新の無
線ＬＡＮ規格であるＷｉ－Ｆｉ　Ｄｉｒｅｃｔや、家電向けの短距離無線通信規格の一つ
であるＺＩＧＢＥＥ等の技術を近距離無線通信技術として活用してもよい。
【００１８】
　以下、リンク先情報送信サーバ２０の機能構成と動作を図２に示す機能ブロック図に基
づいて説明する。
　図において、ディスプレイ部２１は、このサーバ２０のタブレットコンピュータの一面
に配置され、サーバへの情報の入力と表示を行うためプラットディスプレイである。
　入出力制御部２２はディスプレイ部２１に対する情報の入力と表示を制御しており、こ
の実施例においては、図３に示すリンク先情報の入力画面をディスプレイ部２１に表示し
、そこに表示された入力項目である店舗や商品等に関するＷｅｂサイトのＵＲＬ情報（以
下、「商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報」という。）や店舗が告知したい広告内容や店舗の
写真等の情報（以下「店舗広告情報」という。）を入力情報として受け付ける。
　リンク先情報生成部２３は、入出力制御部１１から入力情報を取得し、その商品等Ｗｅ
ｂサイトＵＲＬ情報と、記憶部２４に記憶されたリンク先情報送信サーバ２０を特定する
ためのユニークな識別情報（以下、「ＳＩＤ」という。）と組み合わせ、Ｗｅｂ画面送信
サーバ４０へのリンク先情報として生成する。このリンク先情報は、たとえば図４に示す
ようなＵＲＬの情報で、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０のドメイン名をとし、ＳＩＤをサブド
メイン名として記載し、さらに商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報をファイル名として記載さ
れている。
　なお、この実施例ではリンク先情報をＵＲＬの形式で送信する例を用いて説明するが、
本発明では、リンク先情報をクライアント機器３０に送信し、その情報にアクセスすれば
、そのリンク先情報がしているサーバ等にアクセスできるように構成すればデータ通信等
のいかなる技術も利用することができる。
　またリンク先情報生成部２３はこのリンク先情報に、店舗が作成した店舗広告情報を組
み合わせ、図６に示すようにポップアップ画面を構成するようなポップアップ画面表示用
データを生成する。
【００１９】
　記憶部２４は、ＳＩＤと、入出力制御部２２からの入力情報やディスプレイ部２１に表
示する表示情報、クライアント３０に送信するポップアップ画面表示用データ、クライア
ント３０から送信されたクライアント情報等を記憶している。
　信号変換部２５は、クライアント機器３０にポップアップ画面表示用データをブルーツ
ース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）による近距離無線通信で配信するために信号変換処理を行っ
ている。
　近距離無線通信部２６は、信号変換部で変換されたポップアップ画面表示用データを、
クライアント機器３０との間でブルーツース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）を利用した近距離無
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線通信を利用して利用して通信制御を行っている。
　アンテナ部２７は、リンク先情報送信サーバ２０とクライアント機器３０との間で近距
離無線通信を行うためのアンテナである。
【００２０】
　このように構成されたリンク先情報送信サーバ２０では、まず店舗等の要求に応じて、
リンク先情報生成部２３が、図３に示すポップアップ画面表示用データの入力項目を、入
出力制御部２２によりディスプレイ部２１に表示する。この表示された入力項目に対して
店舗の担当者が、商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報、店舗広告情報をディスプレイ部２１か
ら入力すると、この入力情報を入出力制御部２２が記憶部２４に記録する。
　リンク情報生成部２３は、図４に示すようなＵＲＬをリンク先情報として生成し、この
リンク先情報と店舗広告情報からなるテキスト情報を、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ機器を仮想シ
リアルポート化するためのプロファイルであるＳＰＰ（Ｓｅｒｉａｌ　Ｐｏｒｔ　Ｐｒｏ
ｆｉｌｅ）を利用して、ポップアップ画面表示用データフォーマットに配列する。リンク
情報生成部２３はこのポップアップ画面表示用データを信号変換部２５に出力し、信号変
換部２５で近距離無線通信用の信号に変換し近距離無線通信部２６に出力する。
　近距離無線通信部２６では、この変換されたポップアップ画面表示用データを、アンテ
ナ部２７を利用してクライアント機器３０に送信する。
　この送信方法としては、クライアント機器３０に対してペアリング接続要求を行い、こ
の要求に対してクライアント機器３０が承諾すると、ブルーツース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
）の近距離無線通信を互いの機器間で成立させ、この成立したクライアント機器３０に対
して、ＳＰＰによるデータ送信を行うものである。
　この近距離無線通信によりポップアップ両面表示用データを受信したクライアント機器
３０は、この近距離無線通信回線を利用して、その機器識別番号（以下、「ＵＩＤ」とい
う。）とクライアント機器３０の使用者に関するプロフィール情報を、リンク先情報送信
サーバ２０に返信する。リンク先情報送信サーバ２０の近距離無線通信部２６は、この返
信されたＵＩＤとプロフィール情報と、これら情報の受信時刻を、クライアント機器３０
に送信したポップアップ画面表示用データと対応させて、記憶部２４に記録する。
【００２１】
　次にクライアント機器３０は、たとえば、店舗等に来客したユーザが使用しているスマ
ートフォンで、米国Ｇｏｏｇｌｅ　Ｉｎｃ．が開発したＡｎｄｒｏｉｄ　２．３をそのプ
ラットフォームとして搭載した機器である。また、このスマートフォンには、ＩＥＥＥ　
８０２．１５．１で定められた国際標準規格ブルーツース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）に準拠
した近距離無線通信機能が搭載されているとともに、国際通信規格ＩＥＥＥ　８０２．１
１に基づく無線ＬＡＮ（以下、「ＷＩＦＩ」という。）や、国際電気通信連合が定める「
ＩＭＴ－２０００」（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕ
ｎｉｃａｔｉｏｎ　２０００）規格に準拠した通信システムである第３世代移動通信シス
テム（以下、３Ｇという。）に準拠したインターネット通信機能が搭載されている。
　さらに、このスマートフォンには、ＣＰＵとメモリが内蔵され、メモリに記憶されたコ
ンピュータプログラムによりＣＰＵが情報処理を行い、図５に示すような機能構成を実現
している。この実現機能には、リンク先情報送信サーバ２０とのブルーツース（Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ）技術を使用した近距離無線通信を行う近距離無線通信機能と、リンク先情報
送信サーバ２０からのリンク先情報と自己のＵＩＤをＷｅｂ画面送信サーバ４０に送信す
るＷｅｂアクセス情報送信機能と、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０から送信されたＷｅｂ画面
を表示するＷｅｂ画面表示機能と、Ｗｅｂ画面表示機能で表示されたＷｅｂ画面の広告等
がクリックされたことをＷｅｂ画面送信サーバ４０に送信する広告クリック送信機能を有
している。
　なお、ブルーツース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）技術を使用して、リンク先情報送信サーバ
２０との間でメッセージ交換を行う技術としては、前記したアプリケーションソフトウェ
ア「ＣｏｍｅＡＸ（ＴＭ）」を使用している。
　このアプリケーションソフトを搭載したスマートフォンは、同様にこのアプリケーショ
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ンソフトを搭載したスマートフォンからブルーツース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）技術のＳＰ
Ｐを利用してリンク情報等のメッセージを受信すると、そのメッセージに対して自己のプ
ロフィール情報と自己が設定したメッセージを返信することができる。
【００２２】
　以下、この機能ブロック図５に基づき、クライアント機器３０の機能構成と動作を説明
する。
　図において、ディスプレイ部３１は、このクライアント機器３０のスマートフォンの一
面に配置され、情報の入力と表示を行うためプラットディスプレイである。
入出力制御部３２は、ディスプレイ部３１に対する情報の入力と表示を制御するもので、
クライアント画面生成部３６が作成しポップアップ画面をディスプレイ部３１に表示し、
またそのポップアップ画面に表示されたリンク先情報に対するクリックを感知するととも
に、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０から送信されたＷｅｂ画面を表示しそこに表示された広告
に対するクリックを感知する機能を備えている。
【００２３】
　クライアント情報生成部３３は、記憶部３４に記憶されたクライアント機器３０のＵＩ
Ｄとそのクライアント機器３０に予め設定されているユーザのメールアドレス等のプロフ
ィール情報を取得し、これらのテキスト情報を、ブルーツース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）の
ＳＰＰ（Ｓｅｒｉａｌ　Ｐｏｒｔ　Ｐｒｏｆｉｌｅ）を利用して、クライアント情報を生
成する。
　記憶部３４は、ＵＩＤと、入出力制御部３２からの入力情報やディスプレイ部３１に表
示する表示情報、リンク先情報送信サーバ２０から送信されたポップアップ画面表示用デ
ータ、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０から送信されてきたＷｅｂ画面に関する情報等が記憶さ
れている。
　信号変換部３５は、リンク先情報送信サーバ２０にクライアント情報をブルーツース（
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）による近距離無線通信で配信するために信号変換処理を行っている
。
【００２４】
　クライアント画面生成部３６は、近距離無線通信部３７がリンク先情報送信サーバ２０
からポップアップ画面表示用データを受信すると、このリンク先情報をディスプレイ部３
１に表示するためのポップアップ画面に編集し、このポップアップ画面データを入出力制
御部３２に送信する。また、インターネット通信部３８がＷｅｂ画面送信サーバ４０から
Ｗｅｂ画面データを受信すると、このＷｅｂ画面をディスプレイ部３１に表示するように
編集し、その画面データを入出力制御部３２に送信する機能を備えている。
　近距離無線通信部３７は、リンク先情報送信サーバ２０から近距離無線通信を利用して
送信されたポップアップ画面表示用データを受信するとともに、信号変換部３５からのク
ライアント情報をリンク先情報送信部２０に近距離無線通信を利用して返信する。この返
信は、クライアント機器３０とリンク先情報送信サーバ２０との間でブルーツース（Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ）による近距離無線通信が成立している状態の間に、クライアント情報を
ＳＰＰによってデータ送信を行っている。
【００２５】
　インターネット通信部３８は、ＷＩＦＩや３Ｇに準拠した通信手段を用いて、クライア
ント機器３０をインターネット網１０に無線接続するための通信制御を行っている。
　このインターネット通信部３８は、記憶部３４に記憶されたリンク先情報を、インター
ネット網１０を通じてＷｅｂ画面送信サーバ４０に送信する通信制御と、Ｗｅｂ画面送信
サーバ４０から送信されたＷｅｂ画面を受信する通信制御と、この受信したＷｅｂ画面に
配置された広告エリアがクリックされたことをＷｅｂ画面送信サーバ４０に送信する通信
制御等を行う機能を備えている。
　アンテナ部３９は、クライアント機器３０との間でブルーツースによる近距離無線通信
を行い、またインターネット網１０とＷＩＦＩや３Ｇによる無線通信を行うためのアンテ
ナである。



(10) JP 6226008 B2 2017.11.8

10

20

30

40

50

【００２６】
　このように構成されたクライアント機器３０は、リンク先情報送信サーバ２０から近距
離無線通信で送信されてきたポップアップ画面表示用データを近距離無線通信部３７で受
信し、近距離無線通信部３７は、このポップアップ画面表示用データの受信をクライアン
ト情報生成部３３とクライアント画面生成部３６に送信するとともに、受信したポップア
ップ画面表示用データを記憶部３４に記憶する。
　クライアント情報生成部３３は、近距離無線通信部３７からポップアップ画面表示用デ
ータの受信通知を受けると、記憶部３４からＵＩＤとプロフィール情報を読み出し、これ
らをクライアント情報として信号変換部３５で近距離無線通信用の信号に変換して、近距
離無線通信部３７によりリンク先情報送信サーバ２０に返信する。
　また、クライアント画面生成部３６は、近距離無線通信部３７からポップアップ画面表
示用データの受信通知を受けると、記憶部３４からポップアップ画面表示用データを読み
出し、その情報を予め記憶部３４に記憶されたポップアップ画面テンプレートにその表示
項目単位で、ポップアップ画面表示用データを構成するリンク先情報と、店舗広告情報を
貼り付けるとともに、ＳＩＤをデータとして組み込んだポップアップ画面データを生成し
、入出力制御部３２に出力する。
【００２７】
　入出力制御部３２は、クライアント画面生成部３６からのポップアップ画面データに基
づき、図６に示すようなポップアップ画面をディスプレイ部３１に表示し、そのポップア
ップ画面内のリンク先情報がクリックされたことを感知する。そして感知すると、このリ
ンク先情報を信号変換部３５に出力し、信号変換部３５はこのリンク先情報に、記憶部３
４から読み出したＵＩＤを、そのＵＲＬのファイル名として組み合わせたＷｅｂ画面送信
要求情報を生成し、インターネット通信部３８に出力する。インターネット通信部３８は
このＷｅｂ画面送信要求情報を、アンテナ部３９を利用してインターネット網１０に無線
通信し、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０に送信する。
【００２８】
　Ｗｅｂ画面送信サーバ４０は、このＷｅｂ画面送信要求情報を受信すると、そのリンク
先情報のサブディレクトリ名として記載されたＳＩＤをキー情報としたデータテーブルを
Ｗｅｂ画面送信用データベース部４２０に生成し、商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報と、広
告配信サーバ７０から提供されたバナー広告情報をＷｅｂ画面テンプレートの所定のエリ
アの表示データとして組み込み、図８に示すようなクライアントＷｅｂ画面データを生成
し、クライアント機器３０に返信する。
【００２９】
　クライアント機器３０は、このクライアントＷｅｂ画面データをそのアンテナ部３９で
受信すると、インターネット通信部３８がそのデータをクライアント画面生成部３６に送
信する。クライアント画面生成部３６は、そのクライアントＷｅｂ画面データをディスプ
レイ部３１に表示するようにフォーマットを調整し、入出力制御部３２にそのデータを送
信し、ディスプレイ部３１に図８に示すようなＷｅｂ画面を表示する。
　ディスプレイ部３１のＷｅｂ画面に表示された商品等Ｗｅｂサイトの表示エリアや、広
告エリアがクリックされた場合には、入出力制御部３２がそのクリックを感知しそのクリ
ックされた箇所に記録されたＵＲＬ（以下、「クリック箇所ＵＲＬ」という。）とそのク
リックされた時刻、クリックされたＷｅｂ画面のファイル名を示すＳＩＤデータを記憶部
３４に保存するとともに、このクリックを信号変換部３５に送信する。
【００３０】
　信号変換部３５は、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０のＷｅｂ画面管理サイトをドメイン名と
して記載し、ＳＩＤをサブドメイン名としたＵＲＬのファイル名として、クリック箇所Ｕ
ＲＬとクリック時刻を記載し、閲覧画面送信要求情報を生成しインターネット通信部３８
に送信するとともに、記憶部３４に保存する。
　インターネット通信部３８は、これを受信すると、閲覧画面送信要求情報を、アンテナ
部３９を通じてＷｅｂ画面送信サーバ４０に送信する。
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　Ｗｅｂ画面送信サーバ４０は、この閲覧画面送信要求情報を受けると、その閲覧画面送
信要求情報のサブドメイン名として記載されたＳＩＤに対応するＷｅｂ画面送信用データ
ベース部の保存領域に、クリック箇所ＵＲＬとクリック時刻を保存するとともに、そのク
リックされた箇所のＵＲＬに対するサーバに接続し、そのＵＲＬで指定されるサーバのＷ
ｅｂ画面情報を、インターネット網１０を介してクライアント機器３０に送信する。
　クライアント機器３０は、インターネット網１０を介して送信されてきたＷｅｂ画面を
インターネット通信部３８で受信し、入出力制御部３２でディスプレイ部３１に表示する
。
【００３１】
　次にＷｅｂ画面送信サーバ４０は、たとえば、ＷＩＦＩや３Ｇに準拠したインターネッ
ト通信機能が搭載されている。さらに、このアプリケーションサーバは、ＣＰＵとメモリ
が内蔵され、メモリに記憶されたコンピュータプログラムによりＣＰＵが情報処理を行い
、図９に示すような機能構成と動作を実現している。この実現機能としては、たとえばク
ライアント機器３０や他のインターネット網１０に接続された他のサーバとのインターネ
ット通信機能、クライアント機器３０からＷｅｂ画面送信要求や閲覧画面送信要求に応じ
て対応するＷｅｂ画面を生成し送信する機能、クライアント機器や他のサーバとの通信記
録ログ情報を保存する機能がある。
【００３２】
　以下、この機能ブロック図９に基づき、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０の機能構成と動作を
説明する。
　図において、画面送信要求取得部４１０は、クライアント機器３０でリンク先情報がク
リックされ、Ｗｅｂ画面送信要求信号を受信した場合には、そのリンク先情報のドメイン
名としてアクセスされ、そのサブドメイン名であるＳＩＤをキー情報として、ファイル名
に記載された商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報とＵＩＤをそれぞれ対応させてＷｅｂ画面配
信用データベース４２０に格納する機能と、Ｗｅｂ画面送信要求信号をＷｅｂ画面生成部
４２２に送信する機能を有している。
　また、クライアント機器３０から閲覧画面送信要求信号を受信した場合には、そのサブ
ドメイン名であるＳＩＤをキーにして、ファイル名に記載されたクリック箇所ＵＲＬとク
リック時刻をそれぞれ対応させてＷｅｂ画面配信用データベース４２０に格納する機能と
、閲覧画面送信要求信号をＷｅｂ画面移行部４２３に送信する機能を有している。
　クライアントＷｅｂ画面データ送信部４１１は、画面送信要求取得部４１０がＷｅｂ画
面配信用データベース４２０に記憶したＷｅｂ画面送信要求信号に基づき、Ｗｅｂ画面生
成部４２２が作成したクライアントＷｅｂ画面データをクライアント３０に送信する機能
を有している。
【００３３】
　Ｗｅｂ画面送信用データベース部４２０は、サブドメイン名であるＳＩＤをキーとして
、画面送信要求取得部４１０が保存するＷｅｂ画面送信要求信号と閲覧画面送信要求信号
と、Ｗｅｂ画面生成部４２２が生成したクライアントＷｅｂ画面データとそこに含まれる
広告情報等が対応されて記憶しているデータベース機能を有している。この実施例では、
このデータベースはＷｅｂ画面送信サーバ４０を構成するアプリケーションサーバのメモ
リに作成され、そのデータベース構造としては、ＳＩＤをキー情報として、図１０に示す
ようなテーブルが形成されているものとして説明する。
【００３４】
　Ｗｅｂ画面テンプレート部４２１はクライアント機器３０のディスプレイ部３１の画面
サイズに合わせて表示できるように調整されたＷｅｂ画面テンプレートが予め作成され保
存された記憶手段である。このＷｅｂ画面テンプレートは、たとえば、図８に示すように
商品等のＷｅｂサイト表示エリアと、広告情報表示エリアがフレーム構造で区切られたも
のである。このＷｅｂ画面テンプレートの広告情報表示エリアには、予め広告配信サーバ
７０から提供されたバナー広告のＵＲＬ情報が組み込まれている。
　ここで、このＷｅｂ画面テンプレート部４２１には、バナー広告のＵＲＬ情報に関して
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、その提供元の広告配信サーバ７０を特定する情報とその提供日時、それを組み込んだＷ
ｅｂ画面テンプレートとをそれぞれ対応させてアプリケーションサーバのメモリ機能を利
用して記憶している。
　なお、この実施例では、Ｗｅｂ画面テンプレートを、クライアント機器３０のディスプ
レイ部３１の画面サイズに合わせて表示できるように調整されたＷｅｂサイトを構成する
データとして説明している。しかしこの発明でこれに限らず、たとえば、商品等のＷｅｂ
サイト表示エリアと広告情報表示エリアをフレーム構造で区分し、かつ広告情報表示エリ
アに対して、広告配信サーバ７０からの広告を表示するためのＳＤＫを組み込んだインタ
ーネット閲覧用のブランザーソフトウェアを生成し、そのブラウザーソフトウェアをクラ
イアント機器３０に提供し、クライアント機器３０で動作させるようにしてもよい。
【００３５】
　Ｗｅｂ画面生成部４２２は、画面送信要求取得部４１０からＷｅｂ画面送信要求信号を
受けると、Ｗｅｂ画面テンプレート部４２１からＷＥＢ画面テンプレートを読み出し、そ
のＷｅｂサイト表示エリアに、Ｗｅｂ画面送信要求信号に記載された商品等Ｗｅｂサイト
ＵＲＬ情報を組み込み、クライアントＷｅｂ画面データを生成する。
【００３６】
　Ｗｅｂ画面移行部４２３は、画面送信要求取得部４１０から閲覧画面送信要求信号を受
けると、その閲覧画面送信要求情報のファイル名に記載されたクリック箇所ＵＲＬのサイ
トに、クライアント機器３０の表示画面を移行するためのＷｅｂ画面情報を生成し、クラ
イアントＷｅｂ画面データ送信部４１１に送信する機能と、その送信した日時をＷｅｂ画
面送信用データベース部４２０の対応するエリアに記憶する機能を有している。
　またＷｅｂ画面移行部４２３は、閲覧画面送信要求情報のファイル名に記載されたクリ
ック箇所ＵＲＬがバナー広告に対するものであるか否かを判別し、バナー広告に対するも
のの場合には、その閲覧画面送信要求情報と画面の移行日時を広告配信サーバ７０と、広
告アクセス管理部４３０に送信する機能を有している。クリック箇所ＵＲＬがバナー広告
に対するものか否かは、そのＵＲＬが広告配信サーバ７０のドメイン名を指定しているか
否かで判別する。
【００３７】
　広告アクセス管理部４３０は、Ｗｅｂ画面移行部４２３からの閲覧画面送信要求情報を
受信すると、Ｗｅｂ画面送信用データベース部４２０に、そのサブドメイン名のＳＩＤに
対応するテーブルに、ファイル名に記載されたクリック箇所ＵＲＬ、クライアン機器３０
でのクリック時刻と、Ｗｅｂ画面移行部４２３が広告配信サーバ７０に画面移行させた画
面移行日時を格納する。また、Ｗｅｂ画面移行部４２３が広告配信サーバ７０に画面移行
通知を行い、それに対して広告配信サーバ７０から広告主サーバ６０のＷｅｂ画面が送信
されてきた日時情報を取得し、その日時情報をＷｅｂ画面送信用データベース部４２０の
対応するＳＩＤのデータテーブルに保存する。
【００３８】
　このように構成されたＷｅｂ画面送信サーバ４０は、クライアント機器３０からのＷｅ
ｂ画面送信要求情報に基づき、商品Ｗｅｂサイトサーバ５０からのＷｅｂサイトの画面デ
ータと、広告配信サーバ７０からのバナー広告等の画面データをＷｅｂ画面テンプレート
に組み込んだクライアントＷｅｂ画面データを生成し、クライアント機器３０に返信する
とともにこのクライアントＷｅｂ画面データの特定箇所がクリックされたことを示す閲覧
画面送信要求をクライアント機器３０から受信すると、この閲覧画面送信要求に対してそ
の要求時刻等を記録した上で要求されたＷｅｂ画面データをクライアント機器３０に送信
するように動作している。
【００３９】
　この第１実施例における情報配信システムの動作を説明するための全体フロー図である
。
　図において、リンク先情報配信サーバ２０が、リンク先情報と店舗が作成した店舗広告
情報とを組み合わせたポップアップ画面表示用データを、クライアント機器３０に近距離
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無線通信を利用して送信する。ここでリンク先情報は、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０をドメ
イン名、そのサーバのＳＩＤをサブドメイン名、商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報をファイ
ル名として作成したＵＲＬ情報とする。
　クライアント機器３０はポップアップ画面表示用データを受信すると、その店舗広告情
報と商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報、ＳＩＤに基づきポップアップ画面を生成し、クライ
アント機器３０のディスプレイ部３１に表示する。そしてクライアント機器３０は、その
ポップアップ表示画面において商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報が表示された箇所がクリッ
クされると、そのリンク先情報であるＵＲＬにクライアント機器３０のＵＩＤをファイル
名として追加したＷｅｂ画面送信要求情報をＷｅｂ画面送信サーバ４０に送信する。
【００４０】
　Ｗｅｂ画面送信サーバ４０は、このＷｅｂ画面送信要求情報をＷｅｂ画面送信要求取得
部４１０で受信し、そのサブドメイン名であるＳＩＤをキー情報とし、ファイル名に記載
された商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報、ＵＩＤを、それぞれ対応させてＷｅｂ画面配信用
データベース４２０のデータテーブルに格納するとともに、Ｗｅｂ画面生成部４２２に送
信する。
　Ｗｅｂ画面生成部４２２は、これを受信すると、Ｗｅｂ画面テンプレート部４２１から
のＷｅｂ画面テンプレートのＷｅｂサイト表示エリアに、Ｗｅｂ画面送信要求信号に記載
された商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報を組み込んだＷｅｂ画面情報を、クライアントＷｅ
ｂ画面データ送信部４１１を通じて、クライアント機器３０に送信する。
　Ｗｅｂ画面情報を受信すると、クライアント機器３０はその画面をディスプレイ部３１
に表示し、その表示されたＷｅｂ画面のバナー広告エリアがクリックされると、そのＷｅ
ｂ画面のＵＲＬにクリック箇所ＵＲＬとクリック時刻をファイル名として追記した閲覧画
面送信要求情報をＷｅｂ画面送信サーバ４０に送信する。
【００４１】
　Ｗｅｂ画面送信サーバ４０はこの閲覧画面送信要求情報をＷｅｂ画面送信要求取得部４
１０で受信し、そのサブドメイン名であるＳＩＤをキー情報として、ファイル名に記載さ
れたクリック箇所ＵＲＬとクリック時刻を、それぞれ対応させてＷｅｂ画面配信用データ
ベース４２０のデータテーブルに格納するとともに、Ｗｅｂ画面移行部４２３に送信する
。
　Ｗｅｂ画面移行部４２３は、画面送信要求取得部４１０から閲覧画面送信要求信号を受
けると、その閲覧画面送信要求情報のファイル名に記載されたクリック箇所ＵＲＬがバナ
ー広告に対するものであるか否かを判別する。
　今回のクリック箇所ＵＲＬは、広告配信サーバ７０のＵＲＬを含んでいるため、バナー
広告のＵＲＬと判定し、そのＵＲＬに対応する広告主Ｗｅｂサーバ６０のサイトに、クラ
イアント機器３０の表示画面を移行するためのＷｅｂ画面情報を生成し、クライアントＷ
ｅｂ画面データ送信部４１１を通じてクライアント機器３０に送信する。
　またＷｅｂ画面移行部４２３は、この送信した日時をＷｅｂ画面送信用データベース部
４２０の対応するＳＩＤの格納テーブルに記憶する。
　さらにＷｅｂ画面移行部４２３は、Ｗｅｂ画面の移行先がバナー広告ＵＲＬであると判
定すると、広告アクセス管理部４３０に閲覧画面送信要求情報を送信する。
広告アクセス管理部４３０は閲覧画面送信要求情報を受信すると、Ｗｅｂ画面送信用デー
タベース部４２０に、そのサブドメイン名のＳＩＤに対応するテーブルに、閲覧画面送信
要求情報のファイル名に記載されたクリック箇所ＵＲＬ、クライアン機器３０でのクリッ
ク時刻と、Ｗｅｂ画面移行部４２３が広告配信サーバ７０に画面移行させた画面移行日時
を格納する。
　また、Ｗｅｂ画面移行部４２３が広告配信サーバ７０に画面移行通知を行い、それに対
して広告配信サーバ７０から広告主サーバ６０のＷｅｂ画面が送信されてきた日時情報を
取得し、その日時情報をＷｅｂ画面送信用データベース部４２０の対応するＳＩＤのデー
タテーブルに保存する。
　このようにして、広告アクセス管理部４３０では、クライアント機器３０でクリック箇
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所ＵＲＬがクリックされた場合に、クライアント機器３０でのクリック時刻、広告配信サ
ーバ７０への画面移行要求時刻、広告配信サーバ７０からの広告主サーバ６０へのＷｅｂ
画面移行時刻をそれぞれ対応させて管理することができる。
【００４２】
　そして、広告アクセス管理部４３０は、広告配信サーバ７０から画面移行に対する報酬
として広告料に関する情報等（以下、「広告料等情報」という。）が送信されてくると、
その広告料情報等をその画面移行に対応したＳＩＤのデータテーブルに記載するようにＷ
ｅｂ画面送信用データベース部４２０を操作する。これによりリンク先情報送信サーバ２
０のＳＩＤ毎に、そのリンク先情報に基づきクライアント機器３０がバナー広告にアクセ
スし、そのバナー広告から広告主サイトへの画面移行の対価として支払われる広告料情報
等を、そのＳＩＤに対応させてＷｅｂ画面送信用データベース部４２０に保存させること
ができる。
　クライアント機器３０は、クライアントＷｅｂ画面データ送信部４１１から送信された
Ｗｅｂ画面情報を受信し、それをそのディスプレイ部３１に表示する。
【００４３】
　このように動作することにより、この実施例では、店舗等が販売を促進したい商品のＷ
ｅｂサイトのＵＲＬを、自店に配置されたリンク情報先発信サーバ２０に商品等Ｗｅｂサ
イトＵＲＬ情報として設定するだけで、その店舗に来店した顧客やその店舗の近くを通行
している顧客のクライアント機器の画面上に、その商品サイトのリンク先情報をポップア
ップ画面で表示することができ、顧客をその商品サイトに簡単に誘導することができるよ
うになる。
　また、この商品サイトのＵＲＬ情報に加え、店舗が独自に作成した広告情報も顧客のク
ライアント機器の画面に表示できるため、その店舗の商品に対する特売情報や店舗の企画
販売情報等を紹介することができ、顧客の商品の購買意欲を刺激することができる。
　さらに、顧客がクライアント機器３０で商品サイトのリンク先情報をクリックすると、
その商品サイトのＷｅｂ画面とともに、広告配信サーバ７０が提供したバナー広告を顧客
のクライアント機器３０の画面に表示され、そのバナー広告を顧客がクリックすると、そ
のクリックが、前記商品サイトのリンク先情報を提供したリンク先情報発信サーバ２０に
よるものであることをそのＳＩＤに基づき記録することができる。この記録情報に基づき
、顧客のバナー広告の閲覧に対し広告料が支払われる場合には、その広告料の一部を、リ
ンク先情報発信サーバ２０を設置した店舗が受領することも可能になる。
【００４４】
　次に、本発明の第２の実施例を図１２に示すような情報配信システムを用いて説明する
。
　なお、この実施例において、第１の実施例と同じ構成に関しては、同じ名称同じ番号を
付して、その説明は第１の実施例の説明を準用する。
　この第２の実施例の第１の実施例との相違点を説明する。これは、第１の実施例では、
店舗に配置されるリンク先情報送信サーバ２０が自己のＳＩＤと商品等ＷｅｂサイトＵＲ
Ｌ情報に基づくリンク先情報を生成し、そのリンク先情報をクライアント機器３０の画面
上に表示し、それがクリックされた場合にＷｅｂ画面送信要求情報としてＷｅｂ画面送信
サーバ４０に送信され、そのＷｅｂ画面送信サーバ４０が送信されたＷｅｂ画面送信要求
情報のＳＩＤをキー情報としてＷｅｂ画面送信用データベースを生成し、Ｗｅｂ画面の送
信やバナー広告のアクセス管理を行っていた。
　これに対して、この第２の実施例では、店舗が最初に商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報や
広告情報をリンク先情報送信サーバ２０に登録した段階で、リンク先情報送信サーバ２０
がインターネット網１０を通じてＷｅｂ画面送信サーバ４０のＷｅｂ画面送信用データベ
ース４２０にアクセスする。すると、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０がそのリンク先情報送信
サーバ２０からのアクセスに応じて、そのリンク先情報送信サーバ２０のＳＩＤ情報を発
番し、そのＳＩＤをキー情報とした図１５に示すようなＷｅｂ画面データテーブルをＷｅ
ｂ画面送信用データベース４２０に生成する。そしてそのＳＩＤをサブドメイン名とした
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ＵＲＬを作成して、そのＵＲＬのデータベースに、そのリンク先情報送信サーバ２０から
送信された商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報を保存したデータテーブルを作成する。このデ
ータテーブルにアクセスするためのＵＲＬ情報を作成して、リンク先情報送信サーバ２０
に返信し、リンク先情報発信サーバ２０がそのＵＲＬ情報をリンク先情報として利用する
ものである。
【００４５】
　すなわち図１２の情報配信システムにおいて、リンク先情報送信サーバ２０は、図１３
の機能ブロック図に示すように構成されている。
　図において、ディスプレイ部２１に表示された、図３のようなリンク先情報入力画面に
商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報や店舗広告情報が入力されると、入出力制御部１１はそれ
らの情報をリンク先情報生成部２３に出力する。
　するとリンク先情報生成部２３は、記憶部２４にそのリンク先情報送信サーバ２０のＳ
ＩＤが保存されて入るかを確認し、保存されていなければ、インターネット通信部２８に
Ｗｅｂ画面送信部４０から自己のＳＩＤとリンク先情報を取得するための要求信号を送信
する。
　インターネット通信部２８は、この要求信号を受信すると、記憶部２４から自己のＩＰ
アドレス情報と商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報を読み出し、ＳＩＤ・リンク先情報作成要
求情報としてＷｅｂ画面送信サーバ４０に送信する。
　Ｗｅｂ画面送信サーバ４０は、図１４の機能ブロック図に示すような構成を有し、この
ＳＩＤ・リンク先情報作成要求情報をＳＩＤ・リンク先情報作成要求取得部４４０を受信
し、この情報のＩＰアドレスに対応するＳＩＤがＷｅｂ画面送信用データベース部４２０
に既に登録されていないかを検索し、登録されている場合には、そのＳＩＤとそのＳＩＤ
に対するデータテーブルの所定エリアに商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報を保存し、その保
存先のＵＲＬをリンク先情報として生成し、図１５に示すようなデータテーブルに記憶し
て、ＳＩＤとこのリンク先情報をＳＩＤ・リンク先情報作成要求返信部４４１に送信する
。
　また、ＳＩＤがＷｅｂ画面送信用データベース部４２０に登録されていない場合には、
このＳＩＤ・リンク先情報作成要求情報をＳＩＤ・リンク先情報作成部４４２に送信する
。
【００４６】
　ＩＤ・リンク先情報作成部４４２は、このＳＩＤ・リンク先情報作成要求情報に基づき
、リンク先情報送信サーバ２０毎に独自のＳＩＤを発番し、そのＳＩＤをキー情報とした
データテーブルをＷｅｂ画面送信用データベース部４２０に作成し、その所定のエリアに
商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報を保存し、その保存先のＵＲＬをリンク先情報として生成
し、ＳＩＤとこのリンク先情報をＳＩＤ・リンク先情報作成要求返信部４４１に送信する
。
　ここでＳＩＤはリンク先情報送信サーバ２０のＩＰアドレスと対応させて発番されたサ
ーバ２０毎にユニークな番号である。またリンク先情報は、第１の実施例と同様に、Ｗｅ
ｂ画面送信サーバ４０をドメイン名、そのサーバのＳＩＤをサブドメイン名、商品等Ｗｅ
ｂサイトＵＲＬ情報等をファイル名として作成したＵＲＬ情報とする。
【００４７】
　ＳＩＤ・リンク先情報作成要求返信部４４１は、ＳＩＤとリンク先情報を、リンク先情
報送信サーバ２０にそのＩＰアドレスに基づきインターネット網１０を通じて返信する。
　リンク先情報送信サーバ２０は、そのインターネット通信部２８が、このＷｅｂ画面送
信サーバ４０から返信されたＳＩＤとリンク先情報を受信すると、これらを記憶部２４に
保存するとともに、リンク情報生成部２３に送信する。
　リンク情報生成部２３は、送信されたリンク先情報を、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０のデ
ータベースにおける自己のＳＩＤに基づくデータテーブルに対するリンク先情報として、
このリンク先情報に、店舗が作成した店舗広告情報を組み合わせ、図６に示すようにポッ
プアップ画面を構成するようなポップアップ画面表示用データを生成する。
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　このポップアップ画面表示用データは、第１の実施例と同様にして、クライアント機器
３０に近距離無線通信で送信され、クライアント機器３０のディスプレイ部３１にポップ
アップ表示され、そのリンク先情報がクリックされると、そのリンク先情報であるＵＲＬ
にクライアント機器３０のＵＩＤをファイル名として追加したＷｅｂ画面送信要求情報を
Ｗｅｂ画面送信サーバ４０に送信される。
　Ｗｅｂ画面送信サーバ４０は、その画面送信要求取得部４１０がこのＷｅｂ画面送信要
求情報を受信すると、図１５に示すように、そのサブドメイン名であるＳＩＤをキー情報
としたＷｅｂ画面配信用データベース４２０のデータテーブルにおける所定の記憶エリア
に、ファイル名に記載された商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報とＵＩＤを格納するとともに
、Ｗｅｂ画面送信要求信号をＷｅｂ画面生成部４２２に送信する。
　その後は第１の実施例と同様に構成が第１の実施例と同様に動作するものとして説明を
省略する。
【００４８】
　このように第２の実施例では、予めリンク先情報サーバ２０を特定するＳＩＤを、Ｗｅ
ｂ画面送信サーバ４０で発番しその番号に対応したデータテーブルを生成しておくととも
に、そのデータテーブルの商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報の記憶エリアのＵＲＬに基づき
リンク先情報を生成し、そのＳＩＤとリンク先情報とをリンク先情報送信サーバ２０に返
信するように構成したことにより、そのリンク先情報をクライアント機器３０に送信し、
クライアント機器３０でクリックされ、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０にアクセスされた場合
に、予め作成されたデータテーブルに基づきクライアントＷｅｂ画面情報がすぐに返信す
ることができるようになる。
　またリンク情報送信サーバ２０をＷｅｂ画面送信サーバ４０で予めそのＳＩＤに基づき
把握しておくことができるため、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０は、クライアント機器３０か
ら送信されたリンク先情報により、その発信元であるリンク先情報送信サーバ２０を直ち
にかつ正確に把握することが可能になる。
【００４９】
　さらに次に、本発明の第３の実施例を、図１６に示すような情報配信システムを用いて
説明する。
　なお、この実施例において、第１の実施例、第２の実施例と同じ構成に関しては、同じ
名称同じ番号を付して、その説明は第１の実施例、第２の実施例の説明を準用する。
　第１の実施例、第２の実施例では、Ｗｅｂ画面送信サーバ４０のＷｅｂ画面テンプレー
ト部４２１は、予め広告配信サーバ７０から提供されたバナー広告のＵＲＬ情報を広告情
報表示エリアに組み込んだＷｅｂ画面テンプレートを生成していたが、この第３の実施例
は、Ｗｅｂ画面テンプレート部４２１が、Ｗｅｂ画面送信用データベース部４２０に記憶
されたクライアント機器３０のＵＩＤに基づき、そのＵＩＤがこれまでアクセスしてきた
商品等Ｗｅｂサイトや広告情報を分析し、その分析結果に応じたバナー広告のＵＲＬ情報
を選定し、そのＵＩＤに対するＷｅｂ画面テンプレートを生成するように構成したもので
ある。
【００５０】
　すなわち、この実施例におけるＷｅｂ画面送信サーバ４０は、図１７に示すような機能
ブロック図の構成を有している。
　まず、ＵＩＤ行動分析部４５０は、図１６に示すように、定期的に、Ｗｅｂ画面送信用
データベース部４２０に保存された各ＳＩＤをキー情報としてデータベースを、ＵＩＤを
キー情報として検索し、そのＵＩＤがこれまでにアクセスした商品等Ｗｅｂサイトと広告
情報を抽出し、この抽出された商品等Ｗｅｂサイトや広告情報に対するカテゴリ情報を、
商品等Ｗｅｂサイトや広告情報の属性情報とし、Ｗｅｂ画面送信用データベース部４２０
に記憶する。またＷｅｂ画面テンプレート部４２１にもアクセスし、そこに保存されてい
るバナー広告情報に対しても、カテゴリの属性情報を付与する。
　このカテゴリ情報は、ＵＩＤがこれまでにアクセスした商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報
や広告情報の内容に応じて、食料品、スポーツ用品、雑貨、旅行、音楽等の大項目と、そ



(17) JP 6226008 B2 2017.11.8

10

20

30

40

50

の大項目内を具体化した小項目で分類する。小項目の例としては、大項目はスポーツ用品
の場合、そのスポーツは、サッカー、野球、バスケットボール等に細分化したものである
。
　商品等Ｗｅｂサイトや広告情報に対するこのカテゴリ分類は、それらのサイトや情報に
記載されたテキストを解析し、そのテキストに応じてカテゴリ属性を付与している。また
このカテゴリ属性の付与結果が適切か否かをカテゴリ分類の担当者により確認することが
できるような編集機能を有している。
【００５１】
　広告情報選定部４５１は、Ｗｅｂ画面送信要求取得部４１０からＷｅｂ画面送信要求情
報の送信を受けると、そのＵＩＤを読み出し、図１６のように、Ｗｅｂ画面送信用データ
ベース部４２０から、そのＵＩＤをキー情報として、そのＵＩＤがこれまでにアクセスし
た商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報や広告情報とそれらに対してＵＩＤ行動分析部４５０に
付与した属性情報を抽出する。
　この属性情報に基づき、そのＵＩＤがこれまでにアクセスしたことがあるカテゴリ情報
を判別しそのアクセス回数を計数する。アクセス回数が多い順からそのカテゴリの属性情
報を選定し、そのカテゴリに属する広告情報をＷｅｂ画面テンプレート部４２１に保存さ
れているバナー広告情報から選定する。その選定したバナー広告を、そのＵＩＤのクライ
アント機器に送信したクライアントＷｅｂ画面として、既に提供したことがあるか否かを
Ｗｅｂ画面送信用データベース部４２０に確認する。
　その結果、提供したことがないと確認した場合には、その選定したバナー広告を、その
ＵＩＤのクライアント機器３０に対して送信するクライアントＷｅｂ画面のバナー広告と
して、そのＵＲＬをＷｅｂ画面テンプレートの広告情報表示エリアに組み込むように、Ｗ
ｅｂ画面テンプレート部４２１に送信する。
　また提供したことがあると確認した場合には、アクセス回数が多い同じカテゴリの他の
バナー広告を選定し、同様に提供したことがあるか否かをＷｅｂ画面送信用データベース
部４２０に確認する。ここで、さらに同じカテゴリに他のバナー広告が保存されていない
場合には、次にアクセス回数が多いカテゴリのバナー広告を選定し同様に確認を行うもの
とする。
【００５２】
　Ｗｅｂ画面テンプレート部４２１は、広告情報選定部７５１から送信されたバナー広告
のＵＲＬ情報とそれを表示するＵＩＤを受信し、そのＵＩＤに対するＷｅｂ画面テンプレ
ートを生成し、その広告情報表示エリアに広告情報選定部４５１からのバナー広告のＵＲ
Ｌ情報を組み込み、そのＷｅｂ画面テンプレートをバナー広告メモリにＵＩＤと対応させ
て図１８に示すようなデータテーブルに保存する。
　Ｗｅｂ画面生成部４２２は、Ｗｅｂ画面送信要求信号を受信すると、その信号に含まれ
るＵＩＤをＷｅｂ画面テンプレート部４２１に送信し、そのＵＩＤに対するＷｅｂ画面テ
ンプレートの送信を要求する。Ｗｅｂ画面テンプレート部４２１は、Ｗｅｂ画面生成部４
２２からＵＩＤと送信要求を受けると、そのＵＩＤに対するＷＥＢ画面テンプレートをメ
モリから読み出し、Ｗｅｂ画面生成部４２２に送信する。
　Ｗｅｂ画面生成部４２２は、このＵＩＤに対するＷＥＢ画面テンプレートのＷｅｂ画面
の表示エリアに、Ｗｅｂ画面送信要求信号に記載された商品等ＷｅｂサイトＵＲＬ情報を
組み込んだＷｅｂ画面情報を、クライアントＷｅｂ画面データ送信部４１１を通じて、ク
ライアント機器３０に送信する。
【００５３】
　このように構成された第３の実施例によれば、クライアント機器３０のＵＩＤに基づき
、そのこれまでのＷｅｂサイトへのアクセス履歴やバナー広告の閲覧履歴を図１８に示す
ようなデータテーブルで把握し、その履歴に応じたバナー広告を選定することができる。
　また過去に送信しクリックされたバナー広告を、同じＵＩＤに対して再度送信すること
を回避できるため、これにより新しいバナー広告をクライアント機器３０に提供すること
ができる。
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【００５４】
　なお、この発明の実施例を機能ブロック図等を用いて説明したが、この発明ではこの機
能を各サーバ機器やクライアント機器に搭載されたＣＰＵに対してコンピュータプログラ
ムで実現しており、同様の機能を機器全体として実現できればよく、各構成は機能ブロッ
ク図の構成に限られるものではなく、またこれらの機能を実現するハードウェア構成を用
いても良い。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　この発明は、情報等を配信する情報配信システムと情報配信方法に関する。
【符号の説明】
【００５６】
１０　インターネット網
２０　リンク先情報送信サーバ
２１　ディスプレイ部
２２　入出力制御部
２３　リンク先情報生成部
２４　記憶部
２５　信号変換部
２６　近距離無線通信部
２７　アンテナ部
２８　リンク先情報取得部
２９　インターネット通信部
３０　クライアント機器
３１　ディスプレイ部
３２　入出力制御部
３３　クライアント情報生成部
３４　記憶部
３５　信号変換部
３６　クライアント画面生成部
３７　近距離無線通信部
３８　インターネット通信部
３９　アンテナ部
４０　Ｗｅｂ画面送信サーバ
４１０　Ｗｅｂ画面送信要求取得部
４１１　クライアントＷｅｂ画面データ送信部
４２０　Ｗｅｂ画面送信用データベース部
４２１　Ｗｅｂ画面テンプレート部
４２２　Ｗｅｂ画面生成部
４２３　Ｗｅｂ画面移行部
４３０　広告アクセス管理部
４４０　ＳＩＤ・リンク先情報作成要求取得部
４４１　ＳＩＤ・リンク先情報作成要求返信部
４４２　ＳＩＤ・リンク先情報発行部
４５０　ＵＩＤ行動分析部
４５１　広告情報選定部
５０　商品Ｗｅｂサイトサーバ
６０　広告主サーバ
７０　広告配信サーバ
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